
 

廃棄物減量推進審議会の報告 

（１）令和 5 年度の目標達予想 

令和 4 年 3 月策定の「ごみ処理基本計画」において設定した目標値と現況(見込み)の比較結果は

下記のとおりです。なお、令和 5 年度の見込みは、令和 5 年 12 月末時点のデータを基に、指定ごみ袋

制度の影響も考慮したうえで前年と比較し推測で作成しています。 

 

 

（２）ごみ量の推移 

ごみ排出量は減量していますが、集団回収量が減少しており、リサイクル率は昨年度同様に目標値

に対して未達成となっています。 

 

（３）指定ごみ袋導入後のごみ量推移（2023 年 10 月～12 月） 

 

 

 

 

 

 



 

（４）次年度の方策 

日常における環境意識の醸成を目指すため、令和 5 年 10 月に指定ごみ袋制度を本格実施し、 

ごみの減量にはつながっていますが、さらなる分別の徹底とごみ減量の推進に取り組む必要があり 

ます。 

⚫ 依然燃やすごみに紙ごみが混入していることから、雑がみの分別を向上させることなど、長期スパン

での向上を目指していく。(課題:ごみの減量化と再資源化の推進) 

⚫ プラスチックの分別について実施自体は先になりますが、課題の整理、社会情勢の把握に努めなが

ら、市民に分別する目的を周知し、意識の醸成に努める。(課題:プラスチックの分別推進の課題整

理と市民周知) 

⚫ 分別意識の高まりをより継続し発展させるために、アプリをはじめとした啓発手段の充実化を図り、

分別ルールの徹底をすすめる。(課題:ごみに関する広報手段の充実) 

⚫ 施設整備については、神戸市との広域連携協議、芦屋市での単独整備を並行して進めながら、

市民のごみを処理し続けることができるよう、ごみ処理施設の方向性を決めていく必要があります。

(課題:施設整備の推進) 

⚫ 5 番目には、最近のごみ収集車の火災を鑑み、私から提案した「危険ごみの没滅」が加わることに

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 危険ごみの撲滅（追加項目） 



 

ワーキング・グループの報告 

1. CO2 削減のためのパイプラインの新しい運転 

1 月の状態は電力量が６％削減できているが、まだ十分だとは言えません。前回賛成しただいた

新しい運転は 1 月 29 日から実施していますので、2 月のデータを参照して判断をしたいと考えてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）代替案の検討 

⚫ ごみボックス等を設置する場合の申請について 

これまでパイプライン代替設備を新しく各箇所（道路及び公園）に設置する場合には

下記の申請が必要となります 

1. 道路占用届（道路上に新しいごみステーションを新設する場合） 

2. 都市公園占用届（公園内に新しいごみステーションを新設する場合） 

3. 家庭ごみステーション設置届書（ごみを収集してもらう場合） 

なお、私有地に設置する場合には、家庭ごみステーション設置届書のみが必要とい

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路上に設置 公園に設置 



 

家庭内での食品ロスの撲滅のためのワークショップ 

 

今回は家庭での食品ロスをできるだけ少なくするための対策をワークショップ形式で検討し
ます。 
 
手順 

1. 次ページに書いているのことは AI が提供したものでロジックツリー形式で 

⚫ 理由: なぜ食品ロスが発生するのか 

⚫ 原因: 食品ロスが発生する具体的な原因 
を記入しています。 

 

2. 次これらの理由と原因を参照して、配布されている付箋に「どうしたら食品ロスを撲

滅できるか」の対策を出来るだけ多く書きます。（5 分×2 回） 

 

3. 次に書いた付箋を模造紙に貼ります。 

成功の４つのポイント 
⚫ 自由に書く（このアイデアを出して他の人から悪く思われないか心配しない） 
⚫ アイデアを批判しない、判断や決断もしない 
⚫ アイデアを組み合わせる 
⚫ 質より量を重視する 
 

4. 最後に書いた付箋をグループごとにまとめ、そのタイトル付箋を使って書きます。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

家庭内での食品ロスの撲滅のためのロジックﾂﾘｰ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭内での食品

ロスの撲滅 

理由: なぜ食品ロスが発生

するのか 

購入した食品の一部が消

費されずに廃棄される 

食品の保存方法が適切で

ないため、食品が腐敗する 

食品の賞味期限や消費期

限の誤解 

 

原因: 食品ロスが発生する

具体的な原因 

対策: 食品ロスを減らすた

めの具体的な対策 

過剰購入 

販売促進や割引による

衝動買い 

購入計画の不足 

不適切な食品管理 

適切な保存方法の知

識不足 

保存容器や冷蔵庫の

整理不足 

誤解されがちな賞味期

限と消費期限 

賞味期限と消費期限

の違いの理解不足 

期限切れに対する過

剰な恐怖 

食事の計画不足 

一度に作る食事の量

の見積もり違い 

残食の再利用計画の

不足 

購入前のメニュー計画 

 
 

 
 

 
 

 


